
読売新聞令和 3 年 6 月 30 日 

天満宮     稲荷社 

年
頭
の
ご
挨
拶 

 
 

今
宮
神
社 

宮
司 

塩
谷 

崇
之 

 

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
素
は
当
神
社
に
格
別
の
御
尊
神
と
御
篤
志
を
賜
り

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

令
和
四
年
の
「
壬
寅
」（
み
ず
の
え
と
ら
）
の
年
頭

に
あ
た
り
、
皆
様
の
隆
昌
と
安
寧
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

「
壬
寅
」
の
「
壬
」
は
、
十
干
の
九
番
目
で
、
生
命
の

循
環
に
お
け
る
成
熟
期
に
あ
た
り
、
次
の
生
命
を
育
む

準
備
の
時
期
を
表
し
て
お
り
、
女
性
が
子
供
を
宿
す

「
妊
」
の
一
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

「
は
ら
む
」「
生
ま
れ
る
」
と
い
う
意
味
を
有
し
て
い

ま
す
。
他
方
、
十
二
支
の
「
寅
」
は
も
と
も
と
「
演
」

が
由
来
と
い
わ
れ
「
人
の
前
に
立
つ
こ
と
」
を
表
す
文

字
で
す
が
、
演
と
同
じ
読
み
の
「
延
（
え
ん
）」
か
ら

「
延
ば
す
・
成
長
す
る
」
と
い
う
意
味
を
も
併
せ
持
つ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
を
組
み
合
わ
せ
た
今
年

の
干
支
「
壬
寅
」
は
、「
新
し
く
立
ち
上
が
る
こ
と
」

や
「
生
ま
れ
た
も
の
が
成
長
す
る
こ
と
」
と
い
う
縁
起

の
よ
い
干
支
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
陰
陽
五
行
説
に
よ
れ
ば
、
「
壬
（
み
ず
の
え

＝
水
の
兄
）」
は
、「
癸
（
み
ず
の
と
＝
水
の
弟
＝
陰
）

と
対
と
な
っ
て
「
水
の
陽
」
を
表
し
、
他
方
「
寅
」
は

「
木
の
陽
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
「
水
」
が
「
木
」
を

育
み
「
木
」
が
「
水
」
を
導
く
と
さ
れ
る
今
宮
神
社

が
、
新
た
な
陽
光
に
照
ら
さ
れ
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
ま

す
。 さ

て
、
昨
年
は
、
平
成
二
十
三
年
に
小
職
が
今
宮
神

社
宮
司
を
拝
命
し
て
か
ら
、
十
年
の
節
目
の
年
と
な
り

ま
し
た
。
就
任
後
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
も
っ

て
、
龍
神
池
周
辺
整
備
事
業
に
は
じ
ま
り
、
平
成
二
十

七
年
「
稲
荷
社
」、
平
成
三
十
一
年
「
新
社
殿
」、
令
和

二
年
「
天
満
宮
」
の
御
造
営
を
行
い
、
御
神
域
の
整
備

と
社
運
隆
昌
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
が
、
一
昨
年

来
、
世
界
中
が
コ
ロ
ナ
禍
に

見
舞
わ
れ
、
辛
苦
の
年
と
な

り
ま
し
た
。
秩
父
地
方
に
お

い
て
も
、
秩
父
夜
祭
や
川
瀬

祭
な
ど
の
伝
統
的
な
祭
礼
行

事
が
中
止
や
縮
小
に
追
い
込

ま
れ
る
な
か
、
当
社
に
お
い
て
も
、
既
に
二
年
間
に
わ

た
り
、
恒
例
の
祭
典
・
神
事
を
厳
修
し
つ
つ
も
、
感
染

拡
大
防
止
の
見
地
よ
り
、
遠
方
か
ら
の
崇
敬
者
の
参
列

を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
な
ど
祭
典
の
規
模
を
縮
小
し
、
ま

た
奉
納
演
奏
や
玉
串
拝
礼
、
直
会
を
省
略
す
る
な
ど
の

対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
多
く
の
氏
子
崇
敬
者
の
方
々

皆
様
が
当
社
へ
の
崇
敬
の
念
を
忘
れ
ず
、
神
仏
と
の
ご

縁
を
保
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

ま
た
有
り
難
い
こ
と
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
「
密
」
を

避
け
、
人
と
の
「
間
合
い
」
を
保
つ
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
状
況
下
だ
か
ら
こ
そ
、
人
と
人
と
の
「
絆
」

を
、
そ
し
て
神
仏
と
の
「
絆
」
を
大
切
に
し
て
ゆ
き
た

い
も
の
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
は
、
ま
だ
ま
だ
予
断

を
許
し
ま
せ
ん
が
、
当
社
に
お
い
て
も
万
全
の
感
染
対

策
を
整
え
ご
参
拝
の
皆
様
を
お
迎
え
す
る
対
策
を
講
じ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
に
は
ぜ
ひ
お
運
び
い
た
だ
き
、

神
仏
へ
の
祈
り
を
共
有
し
て
頂
け
れ
ば
誠
に
幸
甚
に
存

じ
ま
す
。 

 

【
龍
神
木
の
子
育
て
ふ
く
ろ
う
】 

今
宮
神
社
の
千
年
欅
の
樹
洞
に
、
毎
年
フ
ク
ロ
ウ
が

飛
来
し
て
子
育
て
を
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
初
夏
か
ら
初
秋
に
か
け
て
、
夜
闇
の
中
か
ら
、

ホ
ー
ホ
ー
と
い
う
鳴
き
声
を
聞
か
れ
た
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。 

 

今
宮
神
社
の
フ
ク
ロ
ウ
は
「
ア
オ
バ
ズ
ク
」
と
い

う
種
類
の
渡
り
鳥
で
、
四
月
末
に
南
国
か
ら
わ
た
っ
て

き
て
、
千
年
欅
に
巣
を
作
り
、
子
ど
も
を
産
み
育
て

て
、
秋
に
は
ま
た
南
国
に
帰
っ
て
ゆ
き
ま
す
。 

昨
年
も
二
羽
の
雛
鳥
が
誕
生
し
、
欅
の
葉
が
色
づ
き

始
め
る
こ
ろ
ま
た
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

昨
年
二
度
に
わ
た
り
読
売
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、
そ
の

愛
ら
し
い
姿
が
注
目
を
集
め
ま
し
た
。 

 

                  

秩
父 

今 

宮 

神 

社 
 

年 

賀 

社 

報 

（
令
和
四
年
正
月
号
） 

  

読売新聞令和 3 年 7 月 15 日 



【
奉
納
巨
大
絵
馬
】 

秩
父
第
二
中
学
校
の
美
術
部
の
生
徒
さ
ん
た
ち
か
ら
、

今
年
の
干
支
「
壬
寅
」
に
因
ん
で
、
力
強
い
虎
を
描
い
た

立
派
な
巨
大
絵
馬
を
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

社
殿
の
右
手
に
展
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
春
の
祭
礼
行
事
に
つ
い
て
】 

・
立
春
祭
（
二
月
四
日
） 

秩
父
総
社
と
さ
れ
る
秩
父
神
社
で
は
、
毎
年
二
月
三

日
「
節
分
追
儺
祭
」
が
盛
大
に
斎
行
さ
れ
ま
す
が
、
当
社

で
は
翌
二
月
四
日
に｢

立
春
祭｣

を
執
り
行
っ
て
お
り
ま

す
。
立
春
は
、
暦
の
上
で
春
が
始
ま
る
日
で
あ
り
、「
二

十
四
節
気
」
の
最
初
の
節
気
で
す
。
二
十
四
節
気
に
お
い

て
、
各
季
節
は
六
つ
の
節
気
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
春
は

「
立
春
」
「
雨
水
」
「
啓
蟄
」
「
春
分
」
「
清
明
」
「
穀
雨
」

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
立
春
は
「
節
分
」
の
翌

日
で
、
旧
暦
に
お
い
て
新
し
い
一
年
が
始
ま
る
日
で
す
。 

当
社
で
は
、
立
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
神
職
・
崇
敬

者
に
よ
り
新
年
一
月
五
日
よ
り
三
十
日
間
に
亙
る
「
寒

行
」
に
入
り
、
二
月
三
日
（
節
分
）
を
以
っ
て
満
行
を
迎

え
、
二
月
四
日
の
「
立
春
祭
」
に
お
き
ま
し
て
皆
様
の
ご

安
泰
・
ご
開
運
を
ご
祈
願
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
立
春
祭
に
あ
わ
せ
て
頒
布
さ
れ
る
『
立
春
大
吉
』

の
護
符
は
、
春
の
到
来
を
喜
び
、
災
厄
と
招
福
を
願
う
も

の
。
当
社
で
は
、
数
多
の
神
々
を
産
み
給
う
た
伊
邪
那
岐

（
イ
ザ
ナ
ギ
）・
伊
邪
那
美
（
イ
ザ
ナ
ミ
）
の
二
神
の
お

力
を
も
っ
て
春
を
招
き
入
れ
ま
す
。 

こ
の
護
符
は
、
左
右
対
称
で
、
表
か
ら
見
て
も
裏
か
ら

見
て
も
『
立
春
大
吉
』
と
読
め
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
御
札

を
貼
っ
て
お
く
と
、
邪
鬼
が
中
に
入
っ
て
き
て
も
、
ふ
と

振
り
返
る
と
同
じ
よ
う
に
『
立
春
大
吉
』
と
書
い
て
あ
る

の
で
、
逆
戻
り
し
て
出
て
行
き
、
一
年
間
を
平
穏
無
事
に

過
ご
せ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
謂
わ
れ
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 ・
龍
神
祭
・
水
分
祭
（
四
月
四
日
） 

毎
年
四
月
四
日
、
今
宮
神
社
に
お
い
て
斎
行
さ
れ
る

『
龍
神
祭
』
は
、
今
宮
神
社
の
霊
池
に
祀
ら
れ
た
八
大
龍

王
神
の
ご
神
徳
に
感
謝
す
る
お
祭
で
す
。
明
治
元
年
の

「
神
仏
分
離
令
」
以
来
中
断
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成

四
年
に
百
三
十
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。
毎
年
四
月

四
日
午
前
に
、
龍
神
様
を
慕
わ
れ
る
多
く
の
氏
子
・
崇
敬

者
ら
の
参
列
の
も
と
、
盛
大
に
執
り
お
こ
な
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
例
年
、
ご
神
前
に
て
、
巫
女
に
よ
る
舞
や
奉
納

演
奏
な
ど
が
献
上
さ
れ
、
八
大
龍
王
神
の
ご
神
徳
へ
の

感
謝
と
と
も
に
、
世
の
中
の
安
寧
と
五
穀
豊
穣
、
氏
子
・

崇
敬
者
・
関
係
者
ら
の
無
病
息
災
な
ど
を
祈
り
ま
す
。 

ま
た
、
同
日
の
午
後
に
は
、
秩
父
神
社
で
お
こ
な
わ

れ
る
御
田
植
神
事
に
先
立
ち
、
今
宮
神
社
本
殿
に
お
い

て
、
龍
神
池
の
御
神
水
を
授
与
す
る
『
水
分(

み
く
ま

り)

神
事
』
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
秩
父
神
社
か
ら
神
官
・

伶
人
、
神
部
（
農
業
の
代
表
者
）
た
ち
か
ら
な
る
御
神

幸
行
列
が
当
社
を
訪
れ
、
「
水
乞
い
」
を
行
い
ま
す
。

当
社
の
宮
司
か
ら
秩
父
神
社
に
、
当
社
の
龍
神
様
の
御

分
霊
を
『
水
麻
（
み
ず
ぬ
さ
）』(

八
大
龍
王
神
の
御
神

徳
）
と
し
て
お
授
け
し
、
秩
父
神
社
は
、
こ
の
水
麻
を

奉
斎
し
て
秩
父
神
社
に
持
ち
帰
り
ま
す
。 

秩
父
神
社
で
は
授
与
さ
れ
た
『
水
麻
』
を
、
田
の
水

口
を
か
た
ど
る
「
藁
の
龍
神
」
の
口
に
奉
り
ま
す
。
す

る
と
、
境
内
の
敷
石
に
龍
神
の
御
神
霊
が
行
き
渡
り
、

そ
こ
は
一
面
の
水
田
と
見
立
て
ら
れ
、
神
部
ら
に
よ
っ

て
御
田
植
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。 

こ
の
「
藁
の
龍
神
」
は
、
毎
年
十
二
月
三
日
に
斎
行

さ
れ
る
秩
父
神
社
例
大
祭
（
秩
父
夜
祭)

の
際
、
大
真
榊

を
立
て
る
榊
樽
に
巻
き
付
け
ら
れ
、
神
輿
・
笠
鉾
・
屋

台
の
行
列
と
と
も
に
お
旅
所
へ
供
奉
さ
れ
ま
す
。
武
甲

山
に
鎮
ま
る
山
の
神
が
、
春
に
里
へ
下
っ
て
人
々
に
豊

か
な
稔
り
を
も
た
ら
し
た
あ
と
、
冬
の
は
じ
め
に
再
び

山
に
帰
る
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
で
、
古
代
日
本
の
祭

祀
形
態
を
今
日
に
伝
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

【
今
年
度
の
行
事
予
定
】 

・
一
月
一
日 

 
 

 

歳
旦
祭 

・
二
月
四
日 

 
 

 

立
春
祭 

・
三
月
二
十
日
頃 

 

中
町
三
社
祭 

・
四
月
四
日 

 
 

 

龍
神
祭
・
水
分
祭 

・
六
月
五
日 

 
 

 

役
尊
神
祭 

・
六
月
三
十
日 

 
 

夏
越
大
祓 

・
九
月
二
十
八
日 

 

例
大
祭 

・
十
二
月
三
十
一
日 

年
越
大
祓 

各
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
随
時 

 

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。 

例祭(9/28)  水分祭(4/4)   中町三社祭(3/21) 


